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◆ あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミン トン協会

会 長 櫻 内 義 雄

第19回全国高等学校選抜バ ドミン トン選手権大会の開催にあたリー言挨拶

申し上げます。

全国 9地 区における厳しい予選のなかから、あくなき勝利への意欲 と感動

を味わい、数々の ドラマを生み勝ち抜かれた選手諸君を一堂に会し、日本の

将来を担 うチャンピオンゲームが盛大に開催されますことは、誠に喜ばしい

限 りであります。

特に、富山県はバ ドミン トン競技においては先進県であり、幾多の名選手

を輩出してお ります。なかでも、ここ高岡市はバ ドミン トン競技に対する取

り組みにおいては大変熱心で模範的な地区でありますので、意義ある大会が

展開されることを期待いたしてお ります。

選手諸君におかれましては、日頃精進 され鍛え抜かれました“心・技 。体 "

を以て正々堂々と競技され、青春の持つ無限のエネルギー発現の場 として、

悔いのない成果を上げて戴 くよう祈念いたします。

また、将来のオリンピックにおいて、日本の代表として世界に羽ばたく選

手として今後一層の努力を重ねられ、バ ドミン トン界の大いなる発展に寄与

して戴きたいと思います。

おわ りに、本大会開催にあた り深いご理解とご協力を戴き、その準備にご

尽力下さいました開催地の関係各位、並びに大会役員の方々に心から感謝の

意を表 して挨拶 といたします。
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◆ あ い さ つ

全 国高等学校体育連盟

会長福 田 満 雄

大伴家持が越中の国司としてその任にあり、万葉文化の歴史を語 り継 ぐこ

こ高岡市に第 19回全国高等学校選抜バ ドミン トン選手権大会が盛大に開催
され、全国各地で激 しい予選を勝ち抜かれた精鋭 450名 を一堂に会するこ

とは大きな喜びであります。

バ ドミン トン競技は 2年後のバルセロナよリオ リンピックの正式種 日とし

て採用され、日本のスポーツ界でも大切な役割 と意義を持つようにな りまし

た。今後は、高等学校体育の中でもよリー層の普及 と発展が期待されるとこ

ろであります。

この大会に集い、明日から競い合われる選手諸君は、日頃の努力の成果が

実っての出場でありましょうが、皆さんの成長にご尽力戴いた指導者の方々、

仲間達、そして家族の方々への感謝の気持ちを忘れずに存分に闘って下さい。

その後は、互いに心温まる友情を培った、その貴重な体験が将来の人生の

糧 となることを期待 してやみません。

終わ りに、本大会開催にご尽力下さいました (財 )日 本協会、富山県協会

及び高体連そして地元の関係各位の皆様に厚く感謝の意を表 して挨拶といた

します。
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◆ あ い さつ

富山県バ ドミン トン協会

会長清 水 規矩雄

第 19回全国高等学校選抜バ ドミン トン選手県大会を、このように盛大に

開催できますことはこの上ない喜びであり、役員 。選手の皆様を心から歓迎

申し上げます。

皆様もご承知のとお り、この大会は、全国の 9ブ ロックの予選を勝ち抜い

てこられた精鋭の皆さんが、高校 日本一の座を競 う大会であり、次代を担 う

高校生の全国大会として今年で 19回を迎え、毎年発展・充実しているとこ

ろでございます。

また、本年 8月 静岡県 。富士市において開催 されますインターハイの前哨

戦とい う意味におきましても、素晴らしいプレーを展開していただけるもの

と確信いたしてお ります。

当協会では、本県で平成 4年度に開催される全国中学校選抜選手権大会を

はじめ、平成 6年度の全国高等学校総合体育大会、そして平成 12年度に開
催される 2000年 国体に向けて、組織の強化 とジュニア層を含めた競技力
の向上に鋭意努力いたしているところでございます。

このような時に、フレッシュな高校生の皆さんの素晴 らしいプレーを目の

あた りに見ることができますことは、本県バ ドミン トン愛好者の意識の高揚

にこの上ない機会であるとともに、私 ども協会役員といたしましてもその運

営を経験できる絶好の機会でもあると確信いたしてお ります。

その意味におきましても、選手の皆さんには日頃培かわれた練習の成果を

十二分に発揮され、栄光に向け、自熱 したプレーを展開されますようご期待

申し上げます。

終わ りに、本大会を開催するにあた り、ご協力・ご支援を賜 りました関係

各位に対 し厚 くお礼申し上げまして私の挨拶といたします。
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◆ あ い さ つ

富山県高等学校体育連盟
バ ドミン トン専門部

部 長 米 田 憲 三

万葉 のふ る さ ととして、全 国 に広 く親 しまれ てい るこの高 岡市 にお いて、

全 国 9ブ ロックの予選 を勝 ち抜 かれ た精鋭約 450名 を集 めて、第 19回 全
国高等学校選抜バ ドミン トン選手権大会 が盛大 に開催 で きます こ とは、誠 に

大 きな喜 び で あ ります。 この選抜大会 が高岡市 で開催 の運 び とな るまでに、

多大のご尽力 をいただ きま した関係各位 に厚 くお礼 を申 し上 げます とともに、

大会 に参加 いただ きま した役員 の方 々、選手 の皆 さん を心 か ら歓迎 申 し上 げ

ます。

ご承知 の とお り、バ ドミン トン競技 は 1993年 にバル セ ロナ で開催 され
ます オ リン ピ ック大会 か ら正式種 日として新 しく加 わ るこ とにな ってお り、

この種 目に寄せ る内外 の期待 は一層大 きな ものがあ ります。と りわけバ ドミ

ン トン競技 にお ける青少年 の選手 育成 は今後 の大 きな課題 で もあ ります。

その意味 にお きま して、北陸 の この地 で開催 され ます本選抜大会 は、本県

の高校生 のみ な らず小 。中学 生 に と りま して も、大 きなイ ンパ ク トを与 え う

る ものであ り、今後 に開催 が予定 され てお ります全 国 中学校選抜選手権大会、

全 国高等学校体育大会、国民体育大会へ の貴重な ステ ップ とな るであろ うと

確信 いた します。

ご案 内の とお り、高岡市 は歴 史 と文化 の町であ り、銅器・ アル ミ・漆器 な

どを全 国 に送 り出 してい る産業 の町で もあ ります。 しか も、 自然 に恵 まれ海

の幸 も豊 かです ので、当市 に滞在 され ます 間に当地 の よさを十三分 に味わ っ

ていただ きたい と思 います。

北陸 の春 は一時 にや って くる といいます が、選手 の皆 さん には早春 の この

地 の よさを満喫 され 、 日ごろ鍛 えた力 と技 をいかんな く発揮 され、母校 と郷

土 の名 誉 のために精一杯 ご健闘 され ます よ うお祈 りします。

終 わ りに本 大会 のた めに ご尽力 を賜 りま した関係各位 に感謝 申 し上 げて、

挨拶 といた します。
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◆歓 迎 の こ と ば

富 山 県 知 事

中  沖 菫 L
I■

このたび第 19回全国高等学校選抜バ ドミン トン選手権大会が、富山県に

おいて盛大に開催されますことは誠に光栄であり、心からお祝いを申し上げ

ます。また、全国各地の代表選手、役員の皆様方にはようこそ富山県へお越

しくださいました。富山県民を代表して心から歓迎申し上げます。

本大会に参加される選手の皆さんは、学業のかたわら厳しい練習を積まれ、

晴れて地元代表の座を獲得された精鋭であり、日頃のご精進に対 し、深 く敬

意を表する次第であります。

富山県はいま、 21世紀に向けて「日本一の健康・スポーツの県」を目指
し、生涯スポーツプランを策定いたしますとともに「県民 1人 lス ポーツ運

動」に積極的に取 り組んでお ります。また、平成 6年のインターハイや平成

12年 (西暦 2000年 )の 国民体育大会の開催準備に、県民総ぐるみで取
り組んでいるところであります。

このようなときに、本大会が富山県で開催されますことは誠に意義深 く、

今後の県民スポーツの振興に大きなインパク トを与えるものと大きな期待を

寄せてお ります。

選手の皆さんには、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮され、自熱 した熱戦

を展開していただきますとともに、全国の皆さんとの友情を深められ、青春

の良き思い出として心に残る大会とな りますよう心から念願 してお ります。

終わ りに、本大会の開催にあた り、ご尽力されました富山県バ ドミン トン

協会の皆様をはじめ関係の皆様方に対 し、深 く感謝申し上げますとともに、

本大会のご成功と選手の皆さんのご健闘を心からお祈 り申し上げまして歓迎

のことばといたします。
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◆ 歓 迎 の こ と ば

高 岡 市 長

佐 藤 孝 志

全国各地 か らた くさんの役員 。選手 の皆様 をお迎 え し、第 19回 全 国高等
学校選抜バ ドミン トン選手権大会 が、ここ高岡市 において盛大 に開催 され ま

す ことは誠 に喜 ば しく、 18万 市民 とともに心 か ら歓迎 申 し上 げます。
現在本市 では、「健康 と生 きがいにあふれ た市民の まち」高岡の実現 を 目指

して各種 のスポー ツ振興策 を推進 す る とともに、スポー ツ施 設 の整備 充実 に

努 めてい る ところであ ります。

今後 さ らに、富 山県 で開催 され ます平成 4年 の全 国 中学校選抜選手権大会、

平成 6年 の全 国高等学校総合体 育大会、そ して平成 12年 の第 55回 国民体
育大会 (2000年 国体 )に 向 け、競技力 の向上 と組織 の強化 に努 める とと
もに、多 くの方 々にスポー ツに取 り組 む意欲 を喚起 し、市民 あげてスポー ッ

を実践す る環境づ く りを進 めて行 かな けれ ばな らない と考 えてお ります。

この よ うな ときに、全 国 9ブ ロックの予選 を勝 ち抜 かれ た精鋭 の皆 さんの

素晴 らしい迫力 に満 ちたプ レー を 目のあた りにで きます こ とは、市民 の喜び

であるばか りではな く、次代 を担 う小 。中学生 にバ ドミン トン競技へ の夢 と

希望 を与 えて くれ る もの と大 きな期待 を寄せ てい る ところで あ ります。

ど うか選手 の皆 さん には、日頃錬磨 され ま した技 と力 を十三分 に発揮 され、

郷 土 と母校 の栄光 のため健闘 され ます こ とを念願 いた します とともに、多 く

の人 々 との交流 の輪 を広 めていただ きたい と存 じます。

また、本市 は、詩情豊 かな万葉 の故地 として知 られ、万葉 のふ る さとづ く

りを推進 してお ります。その 中核施設 として高岡市万葉歴 史館 を昨年 10月
に開館 いた した ところであ り、この機会 に是非 ご覧いただ き、本市 の素晴 ら

しい 自然や伝統 工芸 とともに、大会 での思 い出 としていただ けれ ば幸い に存

じます。

終わ りに、本大会 の開催 にあた り大変 ご尽力賜 りま した富 山県バ ドミン ト

ン協会は じめ関係各位 の ご労苦 に対 しま して心 よ り敬意 と感謝 の意 を表 しま

す とともに、大会 の ご成功 を祈念 申 し上げま して歓 迎 の ことば といた します。
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◆ 大 会 役 員
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